
 

【定期試験対策講習】 

２学期  

中間考査 

対策教材➀ 

 
中３六甲数学 

 

【注意事項】 

 

２学期中間試験範囲は 

 

数学１：領域～三角比前半 

数学２：整数 

 

と予想されます。 

本日(9/29)は領域，三角比の基礎，整数（最大公約数など） 

の範囲から重要度の高い問題を集めています。 

 

間違った問題は、本番では必ずできるように何度も解き直しを 

してください。 

 

 

 



１

不等式 の表す領域を図示せよ。

２

， のとき， の最大値と最小値を求めよ。

３

， ， のとき， の最大値と最小値を求めよ。

４

がすべての実数値をとって変化するとき，直線

　　　　 　……①

が通りうる点 ， の存在範囲を図示せよ。

５

である直角三角形 において， ， とする。頂点 から辺

に下ろした垂線を とするとき，次の線分の長さを ， を用いて表せ。

　 　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　 　

６

は鋭角とする。次の値を求めよ。

　 のとき　 ， 　　 　 のとき　 ，

７

次の式の値を求めよ。

　 　　　　　　　　　　 　

　

８

が自然数になるような自然数 をすべて求めよ。

９

の倍数で，正の約数の個数が 個である自然数 をすべて求めよ。

10

次のような条件を満たす つの自然数 ， の組をすべて求めよ。ただし， とする。

　和が ，最大公約数が 　　　　　　 　積が ，最小公倍数が
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１

　 図 境界線を含まない

 解説

を連立不等式で表すと

　　　 　または　

すなわち

　　　 　…… 　または

　　　 　……

求める領域は， の表す領域と の表す領域の和集合

である。

よって，求める領域は，右の図の斜線部分。

ただし，境界線を含まない。

２

　 ， のとき最大値 ， ， のとき最小値

 解説

与えられた連立不等式の表す領域 は，右の図の斜線

部分である。ただし，境界線を含む。

…… ① とおくと，①は傾きが ， 切片

が の直線を表す。

図から，直線 ① が点 ， を通るとき， の値は最大

となる。

このとき　　 ･

また，直線 ① が領域 上で円 に接すると

き， の値は最小となる。

①から　　 　…… ②

これを に代入して　　

よって　　 　……③

この 次方程式の判別式を とすると　　

直線 ①と円が接するとき， であるから　　

ゆえに　　 　　　　接点が領域 上にあるとき　　

このとき，③ から　　

　　　　　②から　　 ･

よって　　 ， のとき最大値 ， ， のとき最小値

３

　 ， または ， のとき最大値 ， ， のとき最小値

 解説

与えられた連立不等式の表す領域 は右の図の斜線

部分である。ただし，境界線を含む。

……① とおくと，① は原点を

中心とし，半径 の円を表す。

図から，円① が点 ， ， ， を通るとき， の

値は最大となる。

このとき　　

また，円① が直線 ……② に接するとき，

の値は最小となる。

このとき，円① の中心 ， と直線② の距離が，円の半径 に等しいから

　　　　　　 　　　　よって　　

また，接点は，原点から直線② に下ろした垂線 と直線 ②の交点である。

その座標は　 ，

したがって　　 ， または ， のとき最大値 ，

　　　　　　　 ， のとき最小値

４

　 図 境界線を含む

 解説

① を について整理すると　　 　……②

直線 ① が点 ， を通るための必要十分条件は，

② を満たす実数 が存在することである。

よって， の 次方程式② の判別式 について

　　　　　　　　

ここで　　

ゆえに　　 　　　よって　　

したがって，点 ， の存在範囲は，右の図の斜線

部分である。ただし，境界線を含む。

５

　 　 　　 　

　　　 　 　 または でもよい

 解説

　△ において

　　　　

　△ において

　　　　

　　　　　

　解 　△ において

　　　　　　　

　　また　　　

　　よって，△ において

　　　　　　　

　 解 　 から，△ において

　　　　　　　

　解 　△ において

　　　　　　　

　　よって　　

　 ， は，それぞれ ， と書く。

　次の項目で学ぶ三角比の相互関係 ， を用いると，

　 で求めた つの解

　　　　　　 ， ，

　はどれも同じ形になる。

６

　 　 ， 　　 　 ，

 解説

　等式 から

　　　

　 であるから　　

　また　　　

　等式 から　　

　よって　　　　

　 であるから　　

　また　　　　　
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７

　 　 　　 　 　　 　

 解説

　 与式

　 与式

　　　　

　　　　

　 与式

　　　　 ･ ･

８

　 ， ， ，

 解説

が自然数になるのは， がある自然数の 乗になるときである。

を素因数分解すると　　 ･ ･

･ ･ を ･ で割ると　 ･ すなわち ･

　　　　 ･ で割ると　

　　　　　 ･ ･ で割ると　

　　　　　 で割ると　

よって，求める自然数 は　　 ， ， ，

９

　 ，

 解説

を素因数分解すると　　 ･

よって，正の約数の個数が 個である自然数 を素因数分解すると，

　　　　　　 ， 　 ， は異なる素数

のどちらかの形で表される。

は の倍数であり， ･ であるから， は の形で表される。

したがって，求める自然数 は

　　　　　　 ･ ， ･ 　すなわち　 ，

10

　 　 ， ， ， ， ， ， ， ，

　　　 　 ， ， ， ，

 解説

　最大公約数が であるから， ， は

　　　　　　　 ，

　と表される。ただし， ， は互いに素である自然数で， である。

　 であるから

　　　　　　 　すなわち　

　 ， を満たし，互いに素である自然数 ， の組は

　　　　　　 ， ， ， ， ， ， ， ，

　よって　　 ， ， ， ， ， ， ， ，

　最大公約数を とすると， ， は

　　　　　　　 ，

　と表される。ただし， ， は互いに素である自然数で， である。

　 ， の積と最大公約数，最小公倍数の積は等しいから

　　　　　　　 ･ 　　　　よって　

　最小公倍数が であるから

　　　　　　　 　すなわち　

　よって　　　

　 ， を満たし，互いに素である自然数 ， の組は

　　　　　　　　 ， ， ， ，

　したがって　　 ， ， ， ，
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